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　謹んで新年のお喜びを申し上げます。旧年中は、皆さまの温かいご支援とご理解を賜り、

誠にありがとうございました。本年もがん専門病院として充実と発展に尽力し、患者さま

とそのご家族に安心と信頼をお届けできる医療を提供して参ります。

　さて、当院が現在、そして今後も力を入れていかなければいけない領域の一つに、遺伝

性腫瘍がございます。なかでももっとも有名な疾患は、最近ブラッド・ピットとの離婚が

成立したことで報道されたアンジェリーナ・ジョリーの両側乳房切除が話題になった、遺

伝性乳癌卵巣癌（HBOC）ではないでしょうか。ご存じの方も多いと思いますが、この疾

患はBRCA1あるいはBRCA2遺伝子の変異を遺伝的にもつ方が、これらの遺伝子の変異

がない方よりも、乳がん、卵巣がん、前立腺がん、膵がんなどに罹患しやすくなる、とい

うものです。これらの遺伝子検査は、「検査」ではありますが、その性質上、実施説明や

結果を患者さんにお伝えする際には、医師はもとより遺伝カウンセラーを交えたチーム医

療が必須となります。

　これらの遺伝子の変異が確認された患者さんの予後改善方法の一つに、乳房と卵巣を予

防的に切除する手術（各々、リスク低減乳房切除術、リスク低減卵管卵巣摘出術）が有効

であり、既に乳がん、あるいは卵巣がんと診断されたことがある方は保険診療として可能

となっています。通常は各々別日に全身麻酔をかけて行われますが、当院ではご希望の方

に、これらの手術を１回の全身麻酔で同時に行うことを準備中です。この動きは院内のあ

る婦人科医師が提案したことがきっかけとなり、手術部の運営会議で審議承認されました。

このような変化は、当院の運営方針の一つとして掲げている、「常に医療の質と技術の向

上を目指します」という方針にまさに添うものであり、病院としても応援したいと考えて

おります。

　このご時世、どの医療施設も経営悪化、人員不足等で難渋されていると思われ、当院も

例外ではないのですが、今回ご紹介したような動きを通じ、本年も皆さまのお役に立てる

よう邁進して参りますので、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

　最後になりましたが、皆さまのご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げます。本年が皆

さまにとって素晴らしい一年となりますように。

新年のご挨拶新年のご挨拶

院  長　 平　賀　博　明 　
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　2022年４月より当院の副院長を担当させていただいております呼吸器内科

の大泉聡史と申します。この場をお借りしまして、2025年を迎えてのご挨拶を

させていただきます。

　毎年思うことですが、１年が経つのはあっという間です。１つ１つ目の前に

あることを必死にこなしているうちに、いつのまにか年末になっている感じで

す。年齢を重ねると時が経つのが遅くなるかと思っていましたが、少なくとも

自分の場合には決してそんなことはないようです。

　医療現場でも、やはり少子高齢化が問題になっています。私は肺がんを中心

とした呼吸器系腫瘍の診断と治療を専門としていますが、やはり高齢の患者さんがかなり増えてきて

いる印象です。学会等でも当然この問題に取り組んでおり、「老年腫瘍学」という分野も生まれて、若

年者とは違って身体の活動度が低下して、併存症も多いこのポピュレーションにどのようにがん診療

を提供していくのかが議論されています。

　また以前のがんセンター通信の私からのご挨拶でも、免疫チェックポイント阻害薬や抗体薬物複合体の

導入など、がん治療は格段に進歩してきていることをお伝えさせていただきました。さらに医療分野にも

どんどんAIの技術が浸透してきており、がんの診断・治療においてもさまざまな研究がすすんでいます。

　このような状況で2025年を迎えて、最新の医療情報のアップデートに立ち遅れない努力をしなが

ら、副院長としての責務を果たしていかなければと思いを新たにしております。また関連病院の皆様

との病診連携の面でもご支援をいただく機会が多々あるかと存じます。

　今後ともご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。

2025年を迎えて思うこと

副院長  　大 泉　聡 史

　新しい年を迎えるにあたり、皆様に謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

旧年中は当院の診療、研究、教育活動に多大なるご支援を賜り、心より感謝申

し上げます。

　昨年も当院は都道府県がん診療連携拠点病院としての使命である最新かつ最

適化ながん診療を皆様に提供すべく、職員一丸となって取り組んでまいりまし

た。外科部門では、手術支援ロボットを「ダヴィンチXi」に更新し、より質の

高い手術医療を実現しております。がん薬物治療においては、頭頸部癌に対す

る光免疫療法（アルミノックス）を導入し、血液がん領域では昨年から保険適

応となった２種類の二重特異性抗体治療を積極的に行っております。臨床試験（治験）も皆様のご協

力により例年通りのペースで登録を進めることが出来ました。がんゲノム医療連携病院としても、が

ん遺伝子パネル検査を精力的に実施し、より適切な治療選択を目指しています。また、職員の働きや

すい職場作りにも力を入れました。昨年２月から看護師の二交代制を段階的に導入し、対象病棟の拡

大を進めております。３月には電子カルテの更新を実施し、医療DXの推進と業務の効率化にも取り組

んでいます。

　一方で、医療費の高騰、働き方改革、医療従事者不足といった医療界を取り巻く問題は山積してい

ます。私たちはこうした状況にも真摯に向き合い、充実したがん診療を継続して提供し、皆様の信頼

に応えてまいります。

　本年も、当院への変わらぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げるとともに、皆様のご健

康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。

2025年 新年のご挨拶

副院長  　藤 本　勝 也
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「 呼吸器内科トピックス 」

　当科は肺・胸膜・縦隔な

ど胸部の悪性腫瘍の内科的

治療（薬物療法）を行う道

内随一の拠点施設です。患

者さんの大部分を占めるの

は肺がんですが、肺がんの

治療は近年すさまじい勢い

で進歩しています。ドライ

バー遺伝子異常の阻害薬が相次いで開発され、さ

らに免疫チェックポイント阻害薬を用いた免疫療

法が普及してきたことによって、肺がん患者さん

の生存期間は以前とは比べものにならないほど長

くなってきました。

　これらの治療の進歩は治験や臨床試験を積み重

ねることで得られたものです。当科は北海道にお

ける肺がんの臨床研究をリードする存在であり、

全国および道内の臨床研究グループの一員として、

また企業治験の担い手として、数多くの国内およ

び国際的な治験や臨床試験に参加し、新たな標準

治療の創出に貢献できるよう努めています。

　進行肺がんの治療では、がん細胞の遺伝子異常

の有無や免疫の状態によって使用する薬剤が異な

ります。遺伝子異常を調べるには十分量のがん細

胞が必要ですが、肺は十分な組織検体を採取する

のが難しい臓器なので生検技術の巧拙が最適な治

療をうけられるかどうかを左右することになりま

す。その点に関して、当科の気管支鏡生検の技術

は非常に高精度ですし、気管支鏡の対象にならな

い全身のあらゆる部位の病変に対しては、卓越し

た穿刺技術をもつ放射線診断科の医師が経皮生検

を行っています。その結果、初回治療前の標準的

な次世代シークエンサーを用いた遺伝子異常のス

クリーニングのみならず、全例ではありませんが、

標準治療終了後の「がん遺伝子パネル検査」にも

積極的な検体提出が可能となっております。

　肺がんの治療は病期に関わらず手術ないし放射

線治療と薬物療法を併用することが多く、呼吸器

外科および放射線治療科との連携が不可欠です。

この２つの診療科とはそれぞれ週１回症例検討の

ためのカンファレンスを行っています。また、治

療がますます多様で複雑になりさらに治療期間の

長期化や治療対象の高齢化が進んでいる現在、①

QOLやADLの維持向上、②治療中の副作用や合

併症への対応、③高齢者に多い併存疾患の管理、

といったいくつもの課題をクリアし質の高い治療

を遂行していくには、多くの診療科のサポートが

必要になります。当院にはそのような診療科が

しっかりと揃っていて、①の緩和ケア内科・リハ

ビリテーション科・整形外科、②の皮膚科・消化

器内科・歯科口腔外科・感染症内科、③の循環器

内科は特に重要なパートナーです。

　もう一つ重要なのは他の職種との連携です。患

者さん中心の診療を行うには医師・看護師・薬剤

師・理学療法士・ソーシャルワーカーなどによる

チーム医療で患者さんを支えていく必要がありま

す。当科ではこれらのメンバー全員が参加する病

棟カンファレンスを週１回行い情報共有しながら

最善の診療ができるよう心がけています。がん専

門病院であることから、各職種ががん患者さんの

抱える様々な問題に対し、専門的な知識を生かし

て、適切なサポートができるようになっておりま

す。

　最後に、当科は早期肺がんの発見にも力を入

れていて、放射線被爆を抑えた低線量CT検診を

行っています。早期から進行期まで、肺がん治療

などでお困りのことがありましたら、ぜひご相談

ください。

呼吸器内科医長

朝比奈   肇

呼
吸器内科
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がん治療とあごの骨壊死 ～がんMRONJ外来開設のお知らせ～

　当科では、口内炎（口腔

粘膜炎）をはじめ、がん治

療に伴う「口腔内のトラブ

ル」の予防および治療に対

応しております。また、が

んの骨転移や多発性骨髄腫

の骨病変などの治療に用い

られる高用量の骨吸収抑制

薬（ランマーク®やゾレドロン酸）の副作用であ

る薬剤関連顎骨壊死（MRONJ）の予防と治療に

も積極的に取り組んでおります。

　高用量の骨吸収抑制薬は骨転移や骨病変の進行

抑制に非常に有効である一方で、長期使用による

副作用としてMRONJの発生リスクが高まること

が知られています。骨粗鬆症治療に使用される低

用量薬と比較して30倍以上のリスクがあると報告

されています。

　そのため、歯科を併設していないがん診療病

院のセーフティーネットとして、当科では「がん

MRONJ外来」を開設することといたしました。

患者様へ：骨吸収抑制薬使用中に歯や顎の違和感

や不調が生じた場合は、遠慮なく主治医や当科に

ご相談ください。

他院のがん治療医の皆様へ：当科は歯科を併設し

ていない他のがん診療病院からのご紹介にも対応

しております。重症口腔粘膜炎やMRONJ患者の

相談がございましたら、当科へご連絡ください。

歯科口腔外科医長

秦　浩信

図１  歯周炎から生じたMRONJ。 図３  ランマーク®を５年使用後に右下顎

のブリッジ下に生じたMRONJ。ブリッジ

を除去すると歯肉の瘻孔から排膿が認めら

れた（A）。

図３  顎骨SPECTを撮像したところ右下

顎に骨髄炎の所見を認めた（B）。

図４  ゾレドロン酸６年間使用後に生じた

MRONJ（A）。

A

B
図２  不適合義歯から生じたMRONJ。 図４  腐骨除去術によって治癒した（B）。

歯
科口腔外科
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＊ 表１以外、症例区分80（その他）を除いて集計した。
＊ 男女比は女性を１としたときの男性の比率である。
＊ 症例数１件以上10件未満の場合は、実数公表はせず、１～３件、４～６件、７～９件として公表している。
＊ 2024年12月時点の集計値である。

＊ 2020年診断症例の登録数はCOVID-19の影響により大きく減少したが、その後の症例数は増加に転じている。
＊ 男女の登録割合は、女性が半数以上を占めている。

 図１  登録数の年次推移  図２  男女比の年次推移 

 表１  登録数の年次推移 
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 表２  登録数の年次推移（部位別） 
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図３-２  部位別登録数の推移

＊ 乳房が、全登録数の約1 / 4を占めており、次いで、肺、子宮頸部、前立腺の順となっている。

図３-１  登録数の部位別割合

＊ 悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、白血病、他の血液腫瘍の合計を「血液疾患」としてまとめた。
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＊ 男性では65-74歳代の登録数が一番多かった。
＊ 女性では40-64歳代の登録数が一番多かった。　　　　　　　　　　　（報告：院内がん登録室  近藤 奈々海）

表３  男女別  年齢階級別登録数の年次推移

  図４-１  年齢階級別登録数の推移（男性）   図４-２  年齢階級別登録数の推移（女性）
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　2024年に２回目となる院内課題研究発表会を2024年９月30日から10月２日ま

での各１時間余の時間で開催いたしました。本会は、院内の医師・看護師・薬

剤師・放射線技師・リハビリテーション職・ソーシャルワーカーほかメディカ

ルスタッフ全職種が参加して自身の研究成果を発表し、参加者みなさんで情報

共有し学び合う貴重な機会となっております。コロナ禍の影響で延期となって

いた2023年度の研究が今回の発表対象になりました。

　多くの方が参加しやすく研究活動への歓びが得られるよう、前回に引き続き

ポスター発表形式による開催としました。研究に造詣の深い医師・看護師・薬

剤師の座長の元、合計19演題が発表され、写真にあります通り素晴らしい雰囲

気の中で熱い議論を交わすことができました。３日間の発表後は、新病院施設のシンボルである空中

回廊（職員以外の方は入ることができません。ご理解いただけますと幸いです）で２週間ほど展示を

行い、院内研究に対する全職員への周知や興味喚起を行いました。

　次回2024年度研究発表会は2025年３月に開催予

定となっており、初めての試みとして最優秀発表

の方に院長賞が授与されることになりました！ 

　道内唯一の都道府県がん診療連携拠点病院であ

る当院は豊富ながん診療実績を有しております。

その実績をもとに進められる研究を通して患者さ

ん皆様に少しでも貢献できるよう、引き続き職員

一同努力して参ります。

年内２回目の院内課題研究発表会を開催しました

臨床研究部長

横内  浩
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　昨年11月７日に第43回北海道がん講演会をTKPガーデンシティPREMIUM札幌大通で開催しました。

　北海道がん講演会は一般市民向けの講演会として毎年開催しており、第43回はメインテーマを

「ここまで来た！がん診療：最新治療と合併症対策」として、３つの講演を行いました。

　一つ目は「前立腺がんの最新治療」と題して当院統括診療部長で泌尿器科の丸山 覚より前立腺が

んの最新治療についてわかりやすくお話しいただきました。

　二つ目の講演は「悪性リンパ腫治療はここまで進化した」と題して当院副院長で血液内科 藤本 

勝也より悪性リンパ腫治療についてトピックスを交えてお話しいただきました。

　最後に「がんと生活習慣病－ただならぬ関係」と題して当院腫瘍循環器・生活習慣病センター長で

循環器内科の井上 仁喜よりがんと生活習慣病について関係性と治療についてお話しいただきました。

　質疑の時間では多くの質問もあり、

大変盛況の中で終了しました。今後も

北海道がん講演会で最新のがん診療に

ついて情報提供を行ってまいります。

（報告：がん相談支援センター  桝野 裕也）

　令和６年12月５日に第27回がん診療連携症例検討会を開催しました。新型コロナ感染症もあり

しばらく実施しておりませんでしたが、昨年から再開しており、院内外の先生や看護師・コメディ

カルを含め74名の参加がありました。

　今回は、当院の婦人科医師 鈴木裕太郎より『当院における遺伝性乳癌卵巣癌診療と婦人科の役

割』について、口腔腫瘍外科医長 上田倫弘からは、『局所再発口腔扁平上皮癌に対する光免疫療法』

について講演いただきました。参加された方から、「がん治療に関して、なかなか講演として聞く機

会がないので今回のような検討会等は、興味があり勉強になった。」「患者さんと関わっていく上で自

分たちも治療等の知識がないと関われないと思うので勉強できて良かった。」等の感想がありました。

　今後も、院内外の先生や看護師・コメディカルの皆様に参加していただき、交流を図ることを目

的としてがん診療連携症例検討会を開催していきたいと思います。

第27回がん診療連携症例検討会を開催しました

（報告：地域医療連携室 看護師長  佐々木 亜万里）　

第43回北海道がん講演会
開 催

報 告
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公益財団法人日本医療機能評価機構による病院機能評価３rdG:
Ver.3.0の審査を令和６年８月に受審し、令和７年２月７日付
けで３rdG:Ver.3.0「一般病院２」として認定されました。
今後とも、都道府県がん診療連携拠点病院として当院の理念
である「国民の健康のために、良質で信頼される医療の提供」
に努めてまいります。

令和７年４月１日より､ 一日に受診することができる診療科を原則､ ２科までとさせていただきます。

※医師が同日受診を必要と判断した場合はこの限りではありません。

外来診療の混雑緩和､ 待ち時間の短縮に取り組んで参りますので､ ご理解､ ご協力をお願いいたします。

日本医療機能評価機構認定病院に認定されました

同日の複数科受診の制限について

毎年発行している 「北海道がんサポートハンドブック」 の2025年度版が完成しました。
がんと診断された患者さん、ご家族が活用できる相談窓口の紹介の他、様々な情報を
掲載しております。がん診療連携拠点病院、北海道庁がん対策係などに配布している
ほか、北海道庁ホームページ「がんサポート
コーナー」でダウンロードできますのでご活用
ください。


